
全国瞬時警報システム(Ｊアラート）による情報伝達があった際の対応マニュアル
（保護者、地域用）

「登校前」「登校・下校中」「在校時」として対応します。

北朝鮮から発射された弾道ミサイルが日本に飛来する可能性がある場合における
全国瞬時警報システム(Ｊアラート)による情報伝達への対応について

登 ＜Ｊアラートを聞いたら･･･＞
校 ①速やかに建物の中や地下に避難し待機させてください。
前 ②落ち着いて行動し、できるだけ窓から離れ、できれば窓のない部屋へ移動してください。

またテレビやラジオ、インターネットなどから情報収集に努めてください。
③その後、避難の必要がないと確認したら、速やかに登校させてください。
※通常の集合時間以外となった場合も、小学生については登校班で登校させてください。
＜落下推定情報（日本の領土・領海に落下）が流れたら･･･＞
◯学校からの連絡（電話や一斉メール）を待ち、指示に従ってください。

登 ＜Ｊアラートを聞いたら･･･＞
校 ①児童生徒には、まず交通安全に注意し、近くの建物（「子どもを守る家」等)に避難するよ
・ う、また近くに建物がない場合は、物陰に身を隠し、地面に伏せて頭部を守るよう指導し
下 てあります。
校 ※登校後、学校では登校しなかった児童生徒がいた場合、その安否を確認します。病気等で
中 欠席の場合は必ず学校に連絡してください。
＜落下推定情報（日本の領土・領海に落下）が流れたら･･･＞
◯児童生徒には、避難した民家から保護者又は学校に連絡する。避難できなかった場合は自
宅か学校か近い方に移動するように指導してあります。

在 ＜Ｊアラートを聞いたら･･･＞
校 ①直ちに教育活動を打ち切り、児童生徒を安全な場所へ避難させます。
時 ②情報伝達を確認し、避難の必要がないと確認でき次第、授業等を再開します。
＜落下推定情報（日本の領土・領海に落下）が流れたら･･･＞
◯学校からの連絡（電話や一斉メール）を待ち、指示に従ってください。
※学童保育を利用している児童については、家庭と学童保育担当者で事前に対応を確認して
おいてください。

全国瞬時警報システム(Ｊアラート）)による情報伝達のメッセージについて

◯ミサイル発射情報・避難の呼びかけ
『ミサイル発射。ミサイル発射。
北朝鮮からミサイルが発射された模様です。建物の中、又は地下に避難して下さい。』

◯通過情報
『ミサイル通過。ミサイル通過。
先程のミサイルは、●●地方から●●へ通過した模様です。不審な物を発見した場合には、
決して近寄らず、直ちに警察や消防などに連絡して下さい。』

◯落下推定情報（日本の領海外の海域に落下）
『先程のミサイルは、●●海に落下した模様です。不審な物を発見した場合には、決して近寄
らず、直ちに警察や消防などに連絡して下さい。』

◯直ちに避難することの呼びかけ
『直ちに避難。直ちに避難。
直ちに建物の中、又は地下に避難して下さい。ミサイルが落下する可能性があります。直ち
に避難して下さい。』

◯落下推定情報（日本の領土・領海に落下）
『ミサイル落下。ミサイル落下。
ミサイルが●●地方に落下した可能性があります。続報を伝達しますので、引き続き屋内に
避難して下さい。』

※太線内は、児童生徒が助けを求めてきた時に、特に、地域の皆様にご協力いただきた
いところです。


